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浦和大学はパラスポーツを体験しながら学ぶ教育に力を入れる（写真提供=浦和大学）
パラスポーツの普及や大会運営に携わるパラスポーツ指導員の資格を取る人が首都圏で増えている。東京五輪・パラリンピックの開催が決まってから徐々に増え、首都圏の自治体は様々な指導員の育成・支援活動を実施している。資格を取るだけでなく、実際に生かせる場も広がってきた。

指導員になるには講習を受けるか大学などで指定の単位の取得が必要。これらを満たすと初級指導員となり、スポーツ現場のサポートができるようになる。その後活動実績を積むに従い中級、上級とステップアップする。

東京都江戸川区は2016年ごろから、区内で初級パラスポーツ指導員の資格を取得した人らを独自に「えどがわパラスポアンバサダー」に認定している。東京大会に備えてパラスポーツの普及を進め、ボランティアを募集する目的で始まった。アンバサダーは22年4月時点で163人に上る。区内の小中学校に赴いてボッチャなどのパラスポーツ体験講座を補助するなど様々な活動をする。

さいたま市の浦和大学では大会などで中心的な役割を担う「中級」のプログラムを取得できる。社会学部の片山昭義教授によると「福祉専攻の学生が支援の一つとしてパラスポーツに関心を持つ例が多い」という。

同大では競技を体験しながら学べる。埼玉県障害者交流センター（さいたま市）など競技の運営団体を訪問し、審判や進行スタッフとして手伝いながら理解を深められる。学生はこれまでボッチャやパラ水泳、パラ卓球などの競技を体験したという。運営を手伝う中で「多くの学生がハンディのある人とも自然体で会話できるようになる」（片山氏）のも課外学習のメリットだ。


資格はパラスポーツに限らず、高齢者のスポーツ指導にも役立つ。「人生100年時代」が訪れている昨今、片山教授は「指導資格の応用の幅は広がるのではないか」とみる。

指導員の増加を受け、資格を生かす場を作る自治体も出てきている。神奈川県は一般社団法人神奈川県障がい者スポーツ協会（藤沢市）のホームページ上に育成した指導員とスポーツイベントのマッチングのコーナーを設けているほか、メールマガジンでも人材とイベントの募集をしている。

資格の有無に関わらずパラスポーツの普及を進める自治体もある。千葉市は19年から障害者にスポーツ教室などを紹介するサービスを始めた。障害者の運動実施率が低いとされるなかで、マッチングを通じてパラスポーツの普及を目指す。


卓球教室に参加する障害者ら（千葉市）
福祉に詳しい相談員が障害の種類や程度を聞き、対応する教室を紹介する。種目はバスケットボールや水泳、卓球など幅広い。気になった教室について、見学や体験をしてから参加できる場合もある。22年度の相談件数は400件超にのぼる。

市の担当者は「障害者が自分にあった運動施設を自力で見つけるのは難しい。紹介を通じて一人でも多くの人の運動したいという希望をかなえられるようにできれば」と話す。

東京大会後、パラスポーツに触れられる機会は徐々に増えている。笹川スポーツ財団の調査によると21年12月時点で全国の障害者専用・優先の競技施設は150あり、10年の116施設から増え続けている。

（佐堀万梨映）

＃パラスポーツ指導員　国内のパラスポーツの普及と発展を目指し、日本パラスポーツ協会が認定する資格。障害のある人へのスポーツ指導やイベントのサポートなどに関わり、障害の有無に関わらず全ての人がスポーツを楽しむ手助けをする。2023年4月、障がい者スポーツ指導員からパラスポーツ指導員に名称が変わった。
